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1.はじめに

2001年の中央防災会議 1) による東海地震の想定震源域の見

直しを契機に，東海地域に大被害を及ぼすと予想される東海，東

南海地震といった海溝型地震に対する防災意識が高まってきて

いる．地震被害の軽減を目指すには，こうした想定地震に対す

る震度予測や被害想定結果に基づく事前の耐震化対策が重要で

ある．一方，地震発生直後に的確に初動体制が確立されれば，被

害拡大を大きく軽減すると思われる．このためには，発生直後に

得られる限られた情報から震源過程を推定し，それに基づく詳

細な震度分布を早い段階で知ることが重要である．本研究では，

想定東海地震が発生した場合を仮定し，各地の強震記録より算

出される加速度パワーの時刻歴を用いた震源過程のインバージ

ョン法 5)の適用性について，シミュレーション波形を用いて検

討した． 震源過程のインバージョンについては，文献 2∼4の
先駆的な研究があるが，本研究では，加速度パワーの時刻歴特

性の再現性に着目したインバージョンを試みた．

2.震源過程推定法の概要 5)

震源過程推定法の概略を図 1に示す．図に示すように，ここ

では震源位置 (緯度・経度・深さ)，断層位置 (長さ・幅・走向・

傾斜角)は予め与えられているとして推定を行う．STEPⅠで

は，震源位置，マグニチュードM，断層位置と各地点の観測記

録を用いて，著者ら 6) の手法により地震モーメントM0, 断層

の破壊伝播速度 vr を推定する．なお，この段階では断層面上の

パワー放出は一様と仮定している．次に STEPⅡでは，与えら

れた断層パラメータにより算出した加速度パワーの時刻歴を用

いてインバージョンを行い，アスペリティと等価なパラメータ

図 1 震源過程推定法の概要

図 2 想定震源域周辺の K—NET観測点と選定地点
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である断層面上の地震動パワーの相対比率を推定する．地震動

パワーの相対比率は，断層を同じ面積の小断層に分割した場合，

各小断層の地震モーメントのほぼ 0.4 乗に比例することが明ら

かにされている 7)．

3.想定東海地震を対象とした震源過程推定結果

想定東海地震の断層モデルと解析に使用した地点を図 2に示

す．ここでは，想定震源域周辺の K—NET観測点 8) で記録が

得られた場合を想定し，地震動予測法EMPR7)により算出した

工学的基盤面上の地震動波形を用いることとした．

想定東海地震の断層パラメータを表 1に示す．断層パラメー

タは中央防災会議発表のデータを基に設定した．インバージョ

ンについては，断層パラメータの違いや解析に用いる地点選定

条件が推定結果に与える影響を見るため，表 2に示す想定東海

地震と同じ地震モーメントM0，断層の破壊伝播速度 vr を与え

た場合 (Case1,3)，図 1の手順に従って推定したM0，vr を与

えた場合 (Case2,4)の計 4ケースで解析を行った．

表 2の解析条件で推定したアスペリティ分布を図 3に示す．

(a)と比較して，想定東海地震と同じM0，vr を与えた (b),(d)

は“なすび型”の想定震源域をおおまかに推定できていることを

確認できたが，アスペリティの大きな領域を捉えることができ

なかった．次に，推定したM0，vr を用いた (c),(e)では (a)

と異なる分布形状となり，想定東海地震の震源域を推定できな

かった．対象とした想定東海地震の震源域が非常に大きなこと

から，個々の小断層からの地震動パワーの寄与率を的確に推定

することが難しいと思われる．また，表 2に示したM0,vr の推

定結果を見ると，Case2,4では vr が想定東海地震と異なること

から，vr を適切に与えられなかったことも一因と思われる．

表 1 想定東海地震の断層パラメータ

緯度 34°12′10″
震源位置

経度 137°56′20″

長さ L(km) 145∗
幅 W (km) 70∗

断層 面積 (km2) 7536∗∗
走向 θ (度) 207.0
傾斜角 δ (度) 16.4

地震モーメントM0 (dyne・cm) 1.10× 1028
モーメントマグニチュードMW 7.96

破壊伝播速度 vr(km/sec) 2.70

地震波伝播速度 vprop(km/sec) 3.82
∗ 断層の長さと幅は，想定断層面を包含する長方形で表した値を示す．
∗∗ 断層面積は破壊部分の面積を示す．

表 2 解析条件

(a)断層周辺の 15地点を選定 (図 2,●の地点)
Case1 Case2

地震モーメントM0 (dyne・cm) 1.10× 1028 0.97× 1028
破壊伝播速度 vr(km/sec) 2.70 2.91

(b)断層周辺及び断層面上の 20地点を選定 (図 2,●の地点)
Case3 Case4

地震モーメントM0 (dyne・cm) 1.10× 1028 1.01× 1028
破壊伝播速度 vr(km/sec) 2.70 3.25
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図 4に，Case1,2の加速度パワーの時刻歴を示す．比較のた

め，想定東海地震と同じM0,vr を与え，震源域を包含する長方

形で表した断層面上でアスペリティを一定として算出した加速

度パワーの時刻歴を図 4(a)に示す．図 3に示したように，イ

ンバージョン結果は想定東海地震のアスペリティ分布を再現で

きなかったが，加速度パワーの時刻歴で見ると想定東海地震の

波形 (赤線)を再現できていることが確認できた．Case3,4につ

いても同様の結果が得られた．

4ケースの推定結果を用いて，想定震源域周辺のK—NET観

測点 (136地点)を対象に工学的基盤面上の計測震度を算出した

結果を図 5に示す．愛知，岐阜，三重，長野では想定東海地震

の計測震度をほぼ再現できていることがわかる．一方，断層面

上や断層の破壊伝播方向の山梨，静岡，神奈川では，他県と比

べ誤差が大きいが，0.5程度以内の誤差で計測震度を再現できて

いることを確認できた．

4.おわりに

本研究では，著者らによる加速度パワーの時刻歴を用いた震

源過程推定法 5) を想定東海地震に適用した．地点選定条件や地

震モーメントM0，断層の破壊伝播速度 vr の異なる 4 ケース

で解析を行った結果，断層面が非常に大きな場合にはアスペリ

ティ分布を正しく推定することが難しいことが示された．ただ

(a)想定東海地震のアスペリティ分布

(b)Case1 (c)Case2

(d)Case3 (e)Case4

図 3 アスペリティ分布の比較

(a)アスペリティを考慮しない場合

(b)Case1

(c)Case2

図 4 加速度パワーの時刻歴の比較 (飯田地点)

図 5 計測震度の比較

し，大まかに推定されたアスペリティ分布に基づき算定した地

震動加速度パワーの時刻歴や各地の計測震度といった指標につ

いてはある程度のレベルで再現できていることが確認できた．

今後，地点選定条件やM0,vrの与え方によるインバージョン

結果の推定精度ついて考察し，アスペリティ分布をより的確に

推定するための解析条件を検討する必要がある．
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